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山形県立米沢商業高等学校 

進路指導部（第 29 号） 

《 足跡！ 》 

 先週から雪国の本領発揮となり雪の量が増えてきました。子どものころ、降り積も

った雪の中を歩くときに、足跡が残るのが面白く、いつの間にか長靴にぎっしり雪が

入って乾かすのが大変だったことを記憶しています。人生において、自分が歩んでき

た道をはっきりと残し、示すことはなかなか難しいものですが、高校生活において自

分が歩いて踏みしめてきた道があるはずです。 

 

 ３年生にとって米商生としての足跡を残すのも残りわずかになりました。２月は高

校３年間を振り返り、自分の足跡を見つめなおすとともに、新たな目標に向かって歩

み始める期間です。「一日一日」「一歩一歩」「一分一秒」が皆さんの人生にとって大

切な足跡になるはずです。コロナ禍で過ごした高校生活でしたが仲間と共に歩んだ足

跡は、生涯忘れることができない宝物になると確信しています。 

 

 さて、先週推薦入学者選抜試験の応募が締め切られ「２．６７倍」という志願倍率

となりました。県内トップの倍率に驚いた人もいるのかもしれません。本校教職員に

よる中学校訪問、学校説明会による体験授業、キャリア教育におけるメディア報道、

Web ページや Instagram 等の情報発信、様々な要因が重なった結果であり、地域の皆

様に選ばれる学校づくりをこれからも続けていかなければならないと思っています。 

 

入学定員 人員枠 人数 志願者数 志願倍率 

８０ １５％程度 約１２ ３２ ２．６７ 

 

 ところで、１・２年生にとっては次の学年に向けて「０学期」と呼ばれることがあ

ります。進路を達成するためには、やるべきことはたくさんある訳ですが、最も優先

すべきことは“しっかり学力をつける”ことです。商業科目の検定試験に向けて、講

習などを実施して合格を目指して取り組んでいるはずです。あと一歩のところで、再

チャレンジになった場合には、次回の検定試験に向けて頑張るのみです。 

 

 令和５年度の検定試験の日程が全商協会から発表されました。新学期が始まるとす

ぐに申込が始まることになります。つまり、再チャレンジになった場合には、次の検

定を見据えて学習計画をしっかり立てて、２月以降に復習の時間を確保しなければな

らないのです。合格するためには、“習うより慣れろ”の精神を持って一心不乱に問

題演習に取り組む必要があるのです。 

 

検定名 検定日 申込期間 

ビジネス計算実務試験 6 月 18 日(日) 4 月 10 日(月)～4 月 18 日(火) 

簿記実務検定試験 6 月 25 日(日) 4 月 10 日(月)～4 月 21 日(金) 

ビジネス文書実務検定試験 7 月 2 日(日) 4 月 14 日(金)～5 月 8 日(月) 

 ※各検定試験によって受験料が異なります。 



《 にくまんラーメン販売決定 》 

 本校生徒が考案した「にくまんラーメン」が上杉雪灯籠まつりで販売されることが

決定し、午前 11 時から午後２時（昼の部）と午後４時から午後８時（夜の部）まで

の時間帯に１杯 500 円で販売されることになっています。令和５年２月８日（水）の

ＹＴＳスペシャル「小島よしおの冬のやまがたおっぱぴー」で放映（午後７時～午後

７時 54 分）されると行列（既に問い合わせ有）ができるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

スノーラーメン（にくまんラーメン）収録 

《 米沢工業高校 課題研究発表会 》 

 令和５年１月 27 日（金）に米沢市民文化会館で行われた米沢工業高校の課題研究

発表会に商業研究部が参加をして発表してきました。大勢の前で威風堂々と発表する

ことができ、講評でもプレゼンの完成度高さに驚いておられました。米沢工業高校は

３年生の課題研究での取り組みであり、「ものづくり」をテーマにして、自動車・Web

ページ・紅花の活用などの発表があり質疑応答も活発に意見が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 高校生と地域の大人の対話会 》 

 令和５年１月 28 日（土）に高校生と地域の大人の対話会が行われ３年生３名が参

加をしてきました。テーマは「いじめ」「明るい地域」「居場所」「校則・ネットマナ

ー」で他校と交流するだけでなく、それぞれのテーマについて解決策を模索し、県内

４地区（村山・最上・置賜・庄内）の高校生並びに大人の皆様と交流を深めてきまし

た。３人とも自分の意見をしっかり伝えることができていました！ 

 

 

 

 

 

 

 

対話会の様子（オンライン） 


